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庁舎と文化会館の複合化検討の経過
新庁舎建設に関する市議会一般質問等の経過と市の動き（平成23年度～平成29年度）

地域懇談会で情報提供・意見交換

庁舎建設基本構想庁内検討

議会後の市の動き

第５次総合計画に「庁舎改築事業」
を盛り込む。

庁内検討委員会を設置し検討開始

基金を設置し財源確保の準備開始

庁内検討委員会に庁舎・文化会館部
会設置し、対象施設を絞って検討

公共施設等総合管理計画策定

年度 議会 質問要旨 市の答弁要旨

平成23
年度

第３回
定例会
(一般質問)

●庁舎の改築について
庁舎は耐震性が不足。改築の考えについて

平成17～18年度に補強工事を実施したが
抜本的な耐震改修は未実施。第5次総合計画
に盛り込み具体的な検討を進める。

平成24
年度

第２回
定例会
(一般質問)

●庁舎の改築について
①検討状況
②市民検討委員会の設置の見解
③保健福祉部や教育委員会の分散している部
署の一元化、市民の利便性への配慮

①検討未着手だが、建て替えの時期、将来を
見据えた規模、場所、事業費等の検討が必要。
②市全体での検討が必要。庁内での議論に加
え、必要に応じ委員会を設置し市民の意見を
聞く必要あり。
③市民の利便性、施設の規模、業務の連携な
ど様々な要素を考慮し庁舎の集約化を判断。
市民の利便性が十分図られるよう配慮したい。

平成25
年度

第１回
定例会
(代表質問)

●市庁舎整備基本構想策定に向けた取り組み
について

庁舎の老朽、耐震度の状況から庁舎建設
は避けて通れない重要課題。今年度、基金条
例が制定。次は検討委員会の立ち上げ、基本
構想の策定。基本構想を指針として早急に議
論を進めるべき。

庁舎等施設整備検討委員会（平成24年度設
置）で、現状把握、整備手法、機能、場所、
市民の利便性、財源、市民参加の手法等の課
題を整理していく。

平成27
年度

第４回
定例会
(一般質問)

●市庁舎の改築に向けて進捗状況について
①改築に向けた進捗状況
②市民との合意形成に向け、地域懇談会の
テーマとし意見交換が必要

①公共施設等総合管理計画の方針の施設の複
合化・統合により、庁舎と文化会館等との複
合化を検討。新庁舎に備える機能の整理、有
利な資金運用等を調査研究し、今後５年を目
途に建設目標年度を含めた整備計画案をまと
めていきたい。
②市民参加については、地域懇談会を含め、
必要な時期に実施していきたい。

平成29
年度

第３回
定例会
(一般質問)

●市庁舎改築について
①整備計画案の検討状況
②基金の現状と今後の見通し
③集約・複合化の範囲、必要な機能や課題の
整理の進捗状況
④市民参加、市民合意の考え

①継続して調査研究し課題整理。具体的な検
討を進め平成32年度を目途に整備計画案を
まとめていく。
②基金は平成29年3月末で5.88億円。今後も
財政状況をみながら着実に積み立てていく。
平成29年度創設の市町村役場機能緊急保全
事業の活用の準備を進め、事業の期間延長も
国等に要請。
③行政組織の集約化、文化会館との複合化を
基本に検討。
④市民参加や市民合意形成は、今年度の地域
懇談会で情報提供。適切な時期に適切な情報
を提供しながら検討していく。

今後の公共施設の適正配置の方針決定

施設の複合化、施設統合の推進

資料２-１

庁舎と文化会館の複合化を検討

※国の「市町村役場機能緊急保全事業」の創設
（平成29年度）

※国の「集約化・複合化事業」の創設
（平成27年度）
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